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研究成果の概要（和文）：本研究では、企業がグローバルに事業を展開していく中で、グローバル・レベルのイ
ノベーションを支える多国籍かつ多文化的背景を持つ人材をいかに活用していくのかについて、国際的チームな
どでのイノベーションのメカニズムを理解するためのミクロレベルの研究を中心とする「グローバル・イノベー
ション・プロセスの解明」と、そこから得られる知見を統合することで人的資源管理全体のあり方を考える「グ
ローバル・イノベーション創出のための国際人的資源管理の統合モデルの構築」の２つの活動を通じて明らかに
しようとしてきた。本研究成果は、国内外の主要な学会での報告、国際ジャーナル掲載分を含む学術論文、およ
び書籍の形で発表された。

研究成果の概要（英文）：This research project investigated how multinational firms that are actively
 internationalize their operation can make the most of their employees worldwide with diverse 
national and cultural background in order to achieve global innovation. This project focused on two 
main themes: The understanding of the micro-level process of creativity and innovation in 
multinational or multicultural teams, and the development of the overarching framework of 
international human resource management that enables multinational firms to promote global 
innovation. Major findings from this research project have been presented at various international 
and domestic academic conferences and published in major English and Japanese academic journals as 
well as books.
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１．研究開始当初の背景 
 
近年においては、グローバル・レベルでのイ
ノベーションを創出していくことが企業競
争力を維持する上で重要になりつつある。わ
が国に関していえば、これまで多くの日本企
業が製造拠点の海外移転や海外での販売網
構築などの「オペレーションのグローバル
化」は進めてきたものの、企業の経営能力を
グローバルに展開する「マネジメントのグロ
ーバル化」を通じて「イノベーションのグロ
ーバル化」を推進していくための体制構築に
はいまだ至っていない。グローバル・レベル
のイノベーションの創出を支えるうえで重
要な要素の 1つが、地域・国籍を問わない多
様な人材の活用である。しかし、国際的人的
資源管理の視点から多国籍企業のグローバ
ル・イノベーションを創出するメカニズムの
理解に取り組む学術研究はほとんどなされ
ていなかった。 
 
２．研究の目的 
 
グローバル・イノベーションやクリエイティ
ビティに結びつくメカニズムの解明、および
それに付随する人的資源管理、組織行動、異
文化コミュニケーションの関連分野の研究
を取り入れることによる新たな理論構築と
国際的な実証研究を推進し、グローバル・イ
ノベーション創出のための国際的人的資源
管理の統合モデルを構築することを本研究
の目的とした。 
具体的には、多国籍・多文化的背景からなる
人材の混成すなわちダイバーシティがクリ
エイティビティおよびイノベーションに結
びつくメカニズムを踏まえ、グローバル・イ
ノベーションの創出を加速させるための国
際的人材調達と配置・交流のあり方、多国間
連携時の使用言語やブリッジ人材の役割、多
文化的人材多様性をイノベーションに結び
付けるグローバル・リーダーの特徴と育成方
法、および企業全体のグローバル・イノベー
ション活動を支える人事部門の役割などに
ついての理論構築と仮説の導出を行い、国際
的な実証研究を行うことを目指した。 
 
３．研究の方法 
 
本研究では、「グローバル・イノベーション・
プロセスの理解」と「国際人的資源管理の統
合モデルの構築」の２つの柱を中心に研究を
行った。「グローバル・イノベーション・プ
ロセスの理解」においては、多様な国籍・文
化的背景を持ち、かつ複数の職能からなる人
材の組み合わせがクリエイティビティの発
揮やイノベーションの発生につながるプロ
セスについての理解を深めるため、文献研究
に基づく理論および仮説の構築を進め、アン
ケートや実験等の実証研究によって理論お
よび仮説を検証する作業を行った。 

「国際人的資源管理の統合モデルの構築」に
おいては、グローバル・イノベーション・プ
ロセスについての理解を踏まえ、企業全体と
してグローバル・イノベーションを促進させ
る人的資源管理システムのモデル化を進め
た。さらに、モデルを実証するための定性的
調査および大規模なサーベイ調査を設計・実
施した。 
 
４．研究成果 
 
１）国際チームにおけるクリエイティビティ
およびイノベーション・メカニズム 
 
ソフトウェア開発における国際バーチャル
チームを対象にした研究を行い、サブチーム
間におけるプロジェクトプロセス・モデルや
メンタルモデルの相違がコミュニケーショ
ン上の問題を引き起こすこと、それらを統合
し、チーム・メンタル・モデルを確立するこ
とで国際バーチャルチームの生産性が向上
することを明らかにした。 
 
２）ダイバーシティの概念整理と組織への埋
め込みとの関係 
 
クリエイティビティやイノベーションの源
泉となりうるチームや組織のダイバーシテ
ィについて、ダイバーシティが多様な情報の
結合を促進することでクリエイティビティ
やイノベーションにポジティブな効果をも
たらす場合、逆にダイバーシティがサブグル
ープ間のコンフリクトの高まりを通じてネ
ガティブな結果につながる場合の条件を、先
行文献の渉猟を通じて理論的に考察した。ま
た、ダイバーシティの分類方法についても理
論的に整理し、異なるダイバーシティのタイ
プと重要な組織メンバーのリテンションお
よび生産性の向上につながる「組織への埋め
込み」との関係性について新たな理論構築を
行った。 
 
３）イノベーション人材のマネジメント 
 
知識創造を競争力の源泉とするグローバ
ル・コンサルティングファームにおけるタレ
ントマネジメントの定性的調査を行い、グロ
ーバル・レベルでのイノベーション・プロセ
スの理解への一助を得た。また、東大阪を拠
点とする中小企業を対象とした国際人的資
源管理についての実態調査を行い、中小企業
のイノベーションを担う国際人材の理解に
努めた。 
 
４）グローバル・タレントマネジメント 
 
多国籍企業が海外拠点を含んだグローバル
なレベルでイノベーションやリーダーシッ
プを担う人材を発掘・育成していくグローバ
ル・タレントマネジメントについて、先行文



献に基づいた概念整理および研究論点整理
を行い、日本の多国籍企業の海外子会社を隊
長とする大規模なサーベイ調査を設計し予
備調査を実施した。 
 
５）受け入れ出向・海外子会社への出向と、
経営理念浸透・知識移転 
 
企業の理念や戦略に沿ったグローバル・レベ
ルでのイノベーションを実現するためには、
企業の理念や戦略を、多国籍企業に属する世
界中の人材が理解しておく必要があるが、経
営理念の海外拠点への浸透には苦労が伴う。
本研究では、多国籍企業の海外拠点から国内
本社に人材を受け入れ出向（逆出向）させ、
国内における業務遂行を通じて経営理念を
理解してもらい、出身国に帰任した後に身に
着けた経営理念を浸透させるプロセスにつ
いて、サーベイ調査に基づいた実証分析を行
った。その結果、受け入れ出向を通じて効果
的に経営理念を海外拠点に浸透させていく
ための複数の条件を特定した。また、日本国
内で外国人を採用し、数年間教育した後、母
国の海外拠点に転籍させる制度を活用して
いる企業に対する研究も行い、制度運用上の
問題点や、転籍の対象となった人材が経験し
た内容についての分析を行った。 
 
６）日本国内における外国人従業員のマネジ
メント 
 
近年、国際経営の進展やイノベーションの推
進などを念頭に、国内においても留学生など
の外国人人材を積極的に採用していこうと
する企業が増えている。しかし、外国人人材
の採用後のマネジメントに苦慮しているケ
ースが伺われる。その点をふまえ、本研究で
は、日本で働く外国人従業員を対象とするア
ンケート調査を複数行い、日本企業が外国人
従業員を効果的に活用し、クリエイティビテ
ィやイノベーションの促進につなげるため
の条件を特定するための研究を行った。分析
の結果、外国人従業員が日本の職場で感じる
被差別知覚が、本人の離職意図およびチーム
ワークに影響していること、職場のダイバー
シティの度合いや本人の文化知性がその関
係を調整することなどの発見を得た。 
また、外国人人材を雇用する複数の日本企業
に対する質的調査を通じて、日本企業本社に
おける外国人従業員の包摂のプロセスを明
らかにし、南アジアや東南アジアを中心とす
る海外拠点における有用な人材育成の際の
問題点についても分析した。 
 
７）国際的企業合併および買収における国際
人的資源管理上の問題 
 
国際的な企業の合併および買収が増加して
おり、その成否が多国籍企業のグローバル・
イノベーションにも影響しうる。そこで本研

究では、国際的企業買収場面における被買収
企業の従業員の公正知覚に焦点を当てた実
証分析を行い、買収後のステージによって、
異なる種類の公正性が従業員の態度に影響
を及ぼすことを明らかにした。 
 
８）国際人的資源管理の統合モデル 
 
国際人的資源管理の統合モデルを構築する
ための試みとして、南アジア地域および東ヨ
ーロッパ地域における日本企業の国際人的
資源管理に関する質的研究を整理し、また日
本の多国籍企業の本社における国際人的資
源管理に関する聞き取り調査結果の整理等
も通じて、日本本社を含む国内の人的資源管
理の国際化（内なる国際化）と、海外子会社
の国際化（本国志向から多極志向もしくは地
域・世界志向への転換）という２つの人的資
源管理の国際化を連携させることの重要性
を意識したフレームワークを構築した。さら
にそのフレームワークを用いて、日本的人的
資源管理をどれだけ競争優位性の源泉とと
らえるか、および、どれだけ自社の国際人的
資源管理の歴史が長いかによって、国内の国
際化と海外の国際化の両方を積極的に推進
する企業から、どちらかの国際化を優先する
企業、どちらとも消極的で国際化に遅れてい
る企業という分類フレームワークを構築し
た。これらのフレームワークにより、グロー
バル・イノベーションを推進するための人的
資源管理の国際化にも複数のパターンが存
在し、それぞれのパターンの理論的説明が可
能となった。 
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